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皆さん、こんにちは！！ 平成リハビリテーション専門学校の細川雄平と申します。 

今回は、排尿アセスメントにおける排尿日誌の意義について紹介したいと思います。 

 臨床の中で、尿失禁に対しては「膀胱訓練、骨盤底筋訓練」、尿閉に対しては「腹圧指導、用手排尿法」など

といったことをよく耳にします。しかし、この先入観はとても危険です。尿失禁といっても「切迫性」「腹圧性」

「溢流性」「機能性」のタイプに分けられる他、切迫性尿失禁にも様々なバックグラウンドが隠されているから

です。 

 以下は、排尿日誌（左図）をつけたものになります。これを分析すると、右図のように様々な原因を推測する

ことができます。つまり、原因が特定もしくは推測できれば、その原因に対してケアしていくことができます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、男性の場合、尿失禁や残尿に対して考えられる要因として挙げた＃1骨盤底筋筋力低下、＃2前立腺

肥大による尿道狭窄については、以下のような治療が必要と考えます。また、頻尿・多尿の原因となる心不全に

対しては、以下のような治療ができると考えています。排尿障害となる原因を知ることで介入方法も明確となり、

他職種が行う治療の目的なども含めて知ることで、連携が図りやすくなります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

重要なことは排尿トラブルの原因を特定し、その原因に対して対応・対策しなければ改善しません。 

患者の SOSサインを見逃さないためにも排尿日誌をつけることをおススメします。 

今後の排泄リハビリテーションの参考になれば幸いです。よろしくお願い致します。 

 


